
■ 家庭・地域での生ごみ堆肥化手法の比較

実施主体 方式 概要 実績・実例 メリット デメリット

個
人

①さまざまな方法での
コンポスト化

・個人で行っている様々な方法のコンポスト化
（EM菌法、トロ箱法、ダンボール箱法）

実績不明
実例は多い

・分別の必要性は比較的高いが、自己
   管理なので、搬入物管理は問題ない。
・ごみの減量効果は大きい。
・家庭からの排出がないため、収集運
   搬にコストがかからず、カラス被害
   も回避できる。

・ベランダ、庭などの設置場所が必要。
・住宅密集地では悪臭・害虫公害の問題
   がある。
・意識の高い方のみが行っている。
・自家利用では堆肥の利用に限界がある。

個
人

②コンポスト容器（戸
建住宅）

・コンポスト化容器を使って生ごみ等を堆肥化す
る方法。 減少傾向である。

・分別の必要性は比較的高いが、自己
   管理なので、搬入物管理は問題ない。
・ごみの減量効果は大きい。
・家庭からの排出がないため、収集運
   搬にコストがかからず、カラス被害
   も回避できる。

･庭などの設置場所が必要。
・住宅密集地では悪臭・害虫公害の問題
   がある。
・自家利用では堆肥の利用に限界がある。
・戸建住宅に限定される。

　
個
人

　
　
・
集
合
住
宅

③電動式生ごみ処理器
（戸建・集合住宅）

・戸建て・集合住宅などで電動の処理機を使って
   生ごみを処理する。
・減量化を目的としたもの（乾燥型・消滅型）
・資源化を目的としたもの（コンポスト型）
・ごみ減量より、生ごみの悪臭発生を防ぐ観点で
   の購入が多い。
・市で購入補助制度を設けている。

・最近販売台数が伸びている。
・量販店で廉価なものが出始めてい
   る。

・分別の必要性は比較的高いが、自己
   管理なので、搬入物管理は問題ない。
・ごみの減量効果は大きい。
・家庭からの排出がないため、収集運
   搬にコストがかからず、カラス被害
   も回避できる。
・室内設置も可能。

・初期コストが高い。
・自家利用では堆肥利用に限界がある。
・電力を使用するので、環境負荷は高い
   、かつランニングコストが必要。

地
域

④大型生ごみ処理器
ごみ処理の一環として生ごみを分別収集して、堆
肥化する方法。

・農業地帯の自治体で多く取組まれて
いる。(藤沢市、川崎市）

・地域ごとでの堆肥化が可能

・分別の必要性が高いので、搬入物管理
   が難しい。
・競合製品が多い。
・悪臭・害虫問題。
・製品の利用先の確保。

地
域
・

　
企
業
等

⑤堆肥化センター
・ごみ処理の一環として生ごみを分別収集し、堆
肥化施設等で堆肥にする方法。

・農業地帯の自治体で多く取組まれて
いる。

・大規模に行った場合、建設費・維持管
理費は焼却よりも安い。

・分別の必要性が高いので、搬入物管理
   が難しい。
・競合製品が多い。
・悪臭・害虫問題。
・製品の利用先の確保。

※　参考：７都県市（現８都県市）廃棄物問題検討委員会「生ごみ等の処理及び有効利用に関する調査報告書」

家
庭
・
地
域
で
の
堆
肥
化



■　その他の生ごみ堆肥化方法（参考）

実施主体 方式 概要 実績・実例 メリット デメリット

自
治
体
・

企
業
等

①飼料化センター
・ごみ処理の一環として生ごみを分別収集し、飼料
化 施設等で飼料にする方法。

・家庭系生ごみ用はほとんど事例がな
   い。

・大規模に行った場合、建設費は焼却
  よりも安い。

・分別の必要性が高いので、搬入物管
   理は徹底する必要あり。
・原料の鮮度の保持が難しい。
・悪臭問題。
・製品の利用先の確保。
・維持管理費は堆肥化プラントより高
   い。

自
治
体
・

企
業
等

②バイオガス化
・ごみ処理の一環として生ごみを分別収集し、バイ
オガス化施設等で処理し、バイオガス及び発電に利
用する方法。

・家庭系生ごみ用はほとんど事例がな
   い。
・現在開発途上の技術である。

・堆肥化より夾雑物の混入に柔軟性が
   ある。

・初期投資・維持管理費が大きい
・悪臭対策・汚水処理
・ガスの利用方法に課題が多い。
・最終的に残渣は残る。

そ
の
他
の
堆
肥
化


